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はじめに
　日本と中国は，よく「一衣帯水の隣国」と言われる。この二つの国は，古代以来さまざまな
分野で頻繁に交流してきた。20世紀の半ばに新中国が建国されてからも，いろいろな面で事実
上の交流が続く。周恩来国務院総理と田中角栄総理大臣のリーダーシップにより1972年に実現
した日中国交正常化以降，両国政府は日中友好を深めるために，民間活動の展開を積極的に支
援し，その交流の分野の拡大と関係の深まりは現在に至るまで加速度的に進行している。鄧小
平の指導のもと，1978年にはじまる改革開放以降，多くの日系企業が中国に進出している。そ
こでは日本語ができる優秀な人材が必要とされる。たとえば，現在，大連には3,000社以上の
日系企業が存在し，日本語ができる人材を確保することが喫緊の課題となっている。
　ひるがえって，わたしは，子どものころ，山口百恵のドラマと映画を見て，日本の文化に親
しみ，そこから大きな影響を受けた。日本の文化に興味をもつようになり，2003年に日本に留
学した。最初の４年間，石川県の金沢市の大学で勉強した。そこを卒業し，大阪にやってきた。
長年日本で勉強を続け，生活している私にとっては，日本の文化，日本人の考え方などが自分
なりに理解できるようになったと思うし，日本が一層好きになった。日本は自分の第二の故郷
のように感じている。微力ではあるが，いまでは，日中間の交流を深化拡大するうえで，自分
の力がそれなりに発揮できるように感じられるようになっている。
　わたしは，桃山学院大学経営学研究科のマスターコースを修了する2009年頃，中国に日本語
学校を設立するという夢を持つようになった。その夢を抱きつつ，博士後期課程で研究を続け
る一方，大阪市内のある日本語学校で中国語とその会話を教えるアルバイトに従事した。とこ
ろが，2012年に尖閣諸島をめぐって領土問題が先鋭化し，それ以降東シナ海のガス田問題も加
わり，国際政治において日中間の関係が険悪な状況が続いている。このような両国の外交上の
不協和音を背景として，日本へ留学する中国人の学生は顕著に減少している。現在日本で生活
しているわたしと同じような状況にある中国人の留学生にとって，日中間の関係悪化は心を痛
める問題である。日本で長年留学生活を送り，多くの日本人の友だちにお世話になってきたわ
たしにとって，このような状況をなんとかしたいと，いたたまれない気持ちでいる。いまはビ
ジネスを通じて，日中間の友好回復にいささかでも努力し，その改善に貢献したいと強く願っ
ている。ビジネスの一環として，中国に日本語学校を設立するという夢をあきらめることなく，
これからもこの夢の実現に向けて努力を続けたいと思っている。
　残念なことにその数は減少傾向にあるが，独立行政法人日本学生支援機構が行った2013（平
成25）年度外国人留学生在籍状況調によれば，日本国内の外国人留学生は135,519人を数える
なかで，中国人留学生は81,884人で60％を超え，二位の韓国の15,304人を圧倒的に引き離して
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のダントツの首位を誇っている１）。日本にあこがれやってくる多数の中国人の留学生たちは，
昔のわたしと同様，来日当初には多くの困難を抱えている。日本にきたばかりの留学生たちに
は，言葉の壁があり，生活面でも多様な困難に遭遇する。日本の法律の範囲内ということにな
るが，彼らは生活に必要な資金を得るためにアルバイトを探すことになる。わたしは，そのよ
うな彼らの相談にのり，親身な支援をするために，まず大阪に会社を設立したほうがいいと考
えるようになった。そのように考えれば，留学生をサポートすることを目的とするビジネスに
取組み，大好きな大阪にとどまることができる。この会社を立ち上げれば，日中両国の特色あ
る製品を仲介する貿易を行うこともできる。そのような株式会社の設立を構想するようになっ
た。当面，念願の中国に日本語学校を設立することは後回しとせざるを得ない。
　博士後期課程も修了に近づいた2013年頃，中国ではなく，日本に日中の架け橋となる業務を
行う会社を創立することについて具体的な検討をはじめた。そして，周りの人たちに意見を聴
き，大阪に株式会社を設立する綿密なプランをつくりあげた。
　本研究ノートの第１章は，この会社，株式会社LM榮輝の設立にいたる経緯について述べる。
前述したように，日本に留学しようとする，あるいは留学してきたばかりの中国人の学生に対
応する支援業務に取組むことを念頭におき，大阪に株式会社を設立することとした。いずれは
当初の夢である中国に日本語学校を設立したい。
　第２章は，実際に稼働しているわたしの会社の経営について述べる。この会社の経営する事
業範囲は，主として，留学生を支援する仕事，語学教室を通じての国際交流，そして日中間の
貿易業務という３つの方面にわたる。留学生支援業務には中国その他から留学希望者の存在を
確認する仕事が含まれ，それはこの業務の実施について重要なポイントである。そして，中国
等からの留学生を育て，語学教室事業に参加してもらい，留学生と日本人との国際的な交流が
うまくゆくよう応援する。この事業もまたわたしの会社を特徴づけるものである。中央政府や
地方公共団体が公式に推進する税金を使っての交流とは違って，実質的意義のある，また確実
な効果を期待できる日中間の草の根の交流のひとつだと認識している。いまひとつの貿易事業
は，わたしの会社の収益部門と位置づけ，注力しようとしている。
　第３章は，走りはじめたわたしの会社の将来ビジョンについて述べる。そこでは，わたしの
会社経営における問題点および課題を明らかにし，その解決方法について検討を加える。わた
しの判断に誤りがなければ，多少の失敗，浮き沈みはあるであろうが，発展軌道を進んでゆく
ものと確信している。
１）独立行政法人日本学生支援機構「平成25年度外国人留学生在籍状況調査について：留学生受入れの概況」
2014年３月  
<http://www.jasso.go.jp/statistics/intl_student/documents/data13_brief.pdf>
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　本論文は，筆者の自分自身の経験を正直に記す。ひとりの中国人留学生が起業する過程，起
業する目的，ビジネスの実態等を紹介し，論じる。今後，日本で起業したいと考える留学生に
対して，道標のひとつを示したい。
第１章　会社の設立にいたる経緯
　会社を設立する以前，最初は，中国の大連に日本語学校を設立することを，私は考えていた。
その後，周りの多くの人たちの意見を聴き，自分でもいろいろ考え直し，日本に会社を設立す
ることに決めた。去年（2014年）の２月に法務局に会社の設立を申請した。
第１節　大連に日本語学校を設立することについて
　私は，2003年の春，石川県の金沢市にやって来た。そこで学部４年間の勉強をし，2007年４
月，桃山学院大学大学院経営学研究科博士前期課程に進学した。２年間ビジネスモデルについ
て研究するうちに，中国に日本語学校を設立する考えが私のなかに生まれた。修士修了に提出
した論文の内容は，新たな日本語学校の設立をテーマとしていた。中国の大連に日本語学校を
設立することが，私の最初のビジネスアイディアだった。その頃，中国の東北地方に位置する
遼寧省，吉林省，黒龍江省の三省，特に遼寧省の２番目の大都市大連には，日本語教育コース
を設置する教育機関がたくさんあり，日本語ができる人材のニーズがきわめて大きなもので
あった。大連に日本語学校を設立することは，ビジネスとして，成功する可能性が高いと考え
てまず間違いない。そのような発想をベースとして，中国と日本における人材需給の現状，中
国における日本語ニーズ，日本における大学の経営と中国の日本語人材育成の必要性，および
中国人の日本留学，日本語学校の創立，また事業計画の概要などを内容として，修士修了の論
文を書いた。修士を終えれば，その提出した論文の内容の通りに，大連を手始めに日本語学校
を設立し，その後中国の全国各地に日本語学校を展開することを構想した。しかし，修士修了
の前後，博士前期課程で教わった先生たちや身近なたくさんの友達から多方面にわたるいろい
ろなアドバイスをいただいた。考えるうちに，当時の私にとっては，まだビジネスを立ち上げ
るのは，能力不足と思うようになった。そして，もう少し経営学の勉強をしたほうがいいと考
えた。
　2009年に，博士後期課程に進学した。ドクター進学と同時に，研究活動をしながら，日本語
学校に関係あるアルバイトを探した。チャンスに恵まれ，大阪市内にある日本語学校にアルバ
イト先を見つけ，働くことになった。それからというもの，大学院で研究を続けながら，ずっ
とこの日本語学校でアルバイトに励んだ。わたしの日本語学校での仕事の内容は，中国にある
日本語学校と留学生仲介のための連絡をすることだった。日本留学を希望する中国人留学生を
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アルバイトで勤めている日本語学校にできるだけ多く受け入れるべく努力した。それにあわせ
て，日本に留学を希望する中国人留学予定者に関する入国管理局に申請する書類の作成を手
伝った。そして，希望通りにめでたく日本留学が果たせた中国人留学生が来日したときには，
生活面のバックアップをおこなった。たとえば，中国人留学生が日本にやってくれば，まず彼
または彼女を入国管理局に連れてゆき資格外活動許可を申請したり，また地元の市役所に連れ
てゆき登録証明書と国民健康保険を申請したり，銀行に連れてゆき預金通帳を作成したりする
のを手伝った。特に，中国人留学生が日本に来たばかりのときには，生活面に不安があったり，
困ることがたくさんあった。アルバイトを探すことにも困難がある。一方において，中国人留
学生を受け入れる日本語学校の側は，留学生が増加しても，日本語学校の経営のために諸経費
を節約せざるを得ず，正規の事務職員は不足したままで，彼らは日本語学校の日常の管理運営
に手いっぱいで，留学生が日本語学校にいる間の管理しかできず，日本語学校での授業等の世
話に留まり，彼らの生活全般についてはその多くの支援ができないのである。長年日本語学校
でのアルバイトを続け，その経験から，中国人留学生の生活全般を親身に支援する業務が求め
られていることが十二分に理解できた。特に，留学生たちは，日本語学校が留学生たちに支援
できない生活面を積極的にサポートすることを強く求めている。
　また，博士後期課程の３年のとき，たまたま本学，桃山学院大学の国際交流センターの掲示
板でNPO法人関西留学生支援センター２）の広告を見た。これが契機となり，JR阪和線の和泉
砂川の駅前にあるNPO関西留学生支援センターの松風寮に引越した。そのおかげで，国際交
流の活動にたくさん参加し，そこで知り合った留学生を支援することになった。中国人に限ら
ず，外国人留学生を支援する仕事の意義が実感でき，これからの人生を捧げるべき天職である
かのような気がするようになった。
　そのように考えるようになると，私にとって，当初，わたしのやるべきビジネスと感じてい
た中国に日本語学校を設立することは後回しにするほうがよいように思えてきた。何よりも，
まず，日本にやって来る留学生に対して親身に対応する，国際交流を中心とする会社を大阪に
設立することが先決だと考えるようになったのである。
　現在の日本は世界でも有数の少子高齢化社会になり，18歳人口に大きく依存するマーケット
をもっている日本の大学産業は学生の確保に汲々としており，大学経営が相当に困難な状況を
迎えている。固有の資産をもたず，学生納付金に大きく依存する日本の大学の多くが現在定員
２）特定非営利活動法人関西留学生支援センターは，2002年11月に大阪市により設立が認められ，大阪市中央
区に主たる事務所をおく。定款には，「この法人は，国際交流に関して関心のある幅広い市民層の会員相互
の協力により，関西に於ける留学生の生活支援を行うと共に，各国の伝統文化の相互交流を促進し，国際
間の相互理解と文化・学術・経済の発展に寄与するものとする」とその目的がうたわれている。
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割れで，その存続が危ぶまれている。そのように考えれば，わたしが構想し，現在経営してい
る外国人留学生を日本社会に溶け込まそうとする会社は，日本の大学産業および次の親日世代
の育成支援を通じて日本社会に少なからず貢献しうるもののはずである。
第２節　自分の会社を設立するに先立ち考えたこと
　自分の会社を設立しようとした動機は，自分自身が日本に留学し，日本で生活してきた経験
から，留学生の気持ちがよく理解でき，外国人留学生を支援することの意義を十二分に認識し
ているからだと思っている。支援は日本に留学してくるときだけではなく，日本国内の大学，
大学院卒業後の就職にいたるまでサポートするサービスを提供できなければ意味がない。この
ような日本にやってくる留学生たちを支援するビジネスを通じて国際貢献ができればと思う
し，国際文化交流事業にも踏み込みたい。
　一昨年（2013年），このようなビジネスモデルの具体化を研究しつつ，行政書士に相談した。
彼は，設立しようとする会社の業務内容についてアドバイスをしてくれ，それとともに，わた
しの身の回りの多くの友人にも親身なアドバイスをしてくれた。経営者として好きな仕事に打
ち込むだけでなく，会社の利益を確保することが何よりも大切なことであると認識するに
至っ｠た。
　2013年に一度東京に出かけ，中国人の友人が経営する会社を訪問した。その友人がわたしが
自分自身の会社を設立するにあたり，会社経営の経験を細かく語ってくれ，きわめて有益なア
ドバイスをしてくれた。会社経営のいろいろなことが分かった。
　また，2013年の夏休みには中国に戻り，教育分野の仕事に関わる友人と会い，これからのわ
たしの仕事に協力してくれるように依頼した。
　その後，NPO関西留学生支援センターの活動に参加し，ボランティアの日本人のひとたち
と一緒にネパールへ行った。そのとき同行したひとたちと一緒にネパールの高校と日本語学校
を訪問した。ネパールで日本語学習が流
は
行
や
っていること，および日本に留学する学生が増加し
ていることも理解できた。将来，わたしのビジネスにおいて，現地ネパールの日本語学校と連
携する可能性が高いと思われる。このように考えてくると，中国人の留学生を募集するだけで
はなく，ネパール人の留学生を募集することもできるはずである。
　メインの業務としたい日本での滞在期間が長期におよぶ主として中国人留学生を募集するビ
ジネスの基盤を確保するため，中国から高校生を対象とする１か月程度の短期留学および１週
間程度の修学旅行もプログラムとして実施したいと考えた。外国人高校生対象の短期留学と修
学旅行は，日本の大学，大学院への長期の留学生を募集する業務のマーケットを創造拡大する
ための宣伝をするプログラムである。このプログラムのニーズは間違いなくあると考えた。
　また，語学教室の開設，通訳翻訳などのサービスも行いたい。中国と関係がある仕事をして
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いるビジネスマンに対応するHSK（漢語水平考試）｠３）の取得を目指す講義と，学生や一般市民
向けの生活会話を目指す講義の２つに区分し，事業化を構想した。
　これまで縷々述べてきたように，わたしが設立しようと動いた会社の主な業務は，日本にやっ
てくる留学生をサポートする仕事である。そのほか，国際貿易にもチャレンジしたいと考えた。
しかし，わたしにはこれまで国際貿易の経験がない。先ずインターネットを利用して適切だと
思われる商品を販売したほうがいいと考えるようになった。そして，中国の環境については大
気汚染がよく問題となるので，日本国内で調達したマスクや健康増進に資する栄養食品などの
商品を中国に輸出することを考えた。
第３節　会社の設立からこれまでの経過
　これまで述べてきたように，わたしが会社を設立することを企て，これが少しでもうまくゆ
くようにと事前に自分なりに市場調査を行い，準備を開始した。2014年２月，大阪市内の天王
寺に事務所を借り，行政書士の先生に会社を設立する申請を依頼した。
　2014年２月，会社を設立，法人登記を行った。そして，３月と６月，２回中国にわたり，大
連，北京，天津，吉林省，蘇州などに赴き，ビジネスで連携できそうな人たちや学校，企業の
関係者を訪ね，相談・打合せを重ねた。日本語学校でアルバイトをしていた頃から，日本に長
期滞在する留学生を募集する仕事はそれなりに難しいが，短期留学あるいは，日本への修学旅
行の募集はそう難しくないと考えられていることは承知していた。二度の中国への帰国出張で
関係者と議論を繰り返した。いろいろなプランが浮かんでは消えたが，結局，わたしの出身地
である大連を中心として，東北地方をはじめ，中国全国に留学生募集活動を展開することを決
めた。
　そのようにして，日本に留学を希望する中国人学生を募集する仕事をわたしの会社の主要な
業務と位置付けた。また，それとあわせて，2013年にネパールを訪れたが，日本に戻ってから
から，ネパール人の学生と相談していたのであるが，2014年になり，彼と一緒にネパールに日
本語学校を設立した。このような活動の中から，中国だけでなくネパールから留学生を募集す
るルートができあがった。
　中国人留学生は日本の大学，大学院で学ぶことを目的としている。そのためには授業につい
ていける日本語能力が必要で，来日してからしばらく日本語学校で日本語学習が必要となる
ケースが少なくない。そういうところから，会社設立後，日本国内，具体的には地元大阪のほ
か，東京，和歌山，神戸，福岡など各地の日本語学校と連携できるように交渉を行ってきた。
３）中国の教育部が認定する国際的な中国語の語学検定試験。中国語を母国語としない学習者（外国人以外に
華僑や中国国内の少数民族も含む）を対象とする。
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　来年の見通しについて少しふれておきたい。長期の留学生の募集と短期留学生の募集の活動
については，2016年４月，中国の四川省の日本語学校から短期留学を受入れるプログラムが実
施できる予定である。また，これに先立ち2016年２月に大連の日本語学校から修学旅行を受入
れることが決まっている。
　留学生の募集・受入れ事業のほか，貿易についても準備を深めている。2015年，蘇州に出か
けたとき，ついでに義鳥へ行き，５日間をかけて市場調査をした。義鳥は，中国で一番大きな
問屋市場が存在し，中国全国の加工工場がそこに集まっている。なかには，多種多様な商品を
取扱っているところがある。ここの市場では主として小間物を商品としているのであるが，問
屋市場なので小売はしていない。また，インターネット販売を考えており，中国商品の輸入販
売だけでなく，日本の商品の中国への輸出も考えており，2015年の春，何度か東京にファッショ
ンの展示会を見に行った。そこでもこれから販売できそうな商品を物色した。
　2014年２月の創業から１年９か月，わたしの会社の事業拡大の準備を進めてきた。今後，順
調に経営ができるよう努力を積み重ねていかなければならない。
第２章　会社の経営について
　自分の会社はこしらえたものの，これまでわたしは経営者として会社経営の経験をまったく
もたない。スタートアップした会社は，冗費の節減，不要不急の経費を削減することが大切で
ある。しかし，その一方，できる限りの範囲内で，自分が仕事を楽しめ，従業員にもモティベー
ションがもてる職場にしなければ意味がない。
　私自身，経営者として，大事なお客さんに対して親身に対応すること，会社の業務範囲の深
化と拡大に努めること，そして，これから会社が順調に発展するようにしっかりとしたプラン
をもって進めることなど，いろいろなことを考えなければいけない。アタマが痛い。とにかく，
起業したばかりの会社なので，自分がだませ，まわりの人たち，取引先に信頼してもらえるよ
うな，わたしの会社の理念，具体的なビジョンを練り上げなければならない。実際そうなので
あるが，経営者は従業員ではなく，年中休みなしの覚悟が必要であり，創業以来これまで，ほ
んとうにゆっくり休んだことは一度もない。
　前章はわたしの会社の事業メニューの外観を示したが，本章ではそれぞれの事業について具
体的中身に踏み込んで議論することとする。
第１節　留学生を支援する仕事
　留学生を支援する仕事については，その第一段階は現地にいる学生たちに対して，来日する
以前に，募集する仕事である。私はいま大連，蘇州，内モンゴルなどのビジネスパートナーと
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連携して，現地の高校，大学などと連携し，現地で日本留学の説明会を開催している。日本留
学の経験の意義を語り，日本の文化などを紹介する。しかし，最近は現地の学生募集の仕事が
少し困難になってきている。その原因はいろいろ考えられるが，そのひとつは政治の問題であ
り，領土問題が影を落としている。また，‘一人っ子政策’によって両親は自分の子どもを大
切に思うあまり，彼，彼女が日本で一人暮らしができるかどうかを心配する。いまの中国の子
どもたちもまた日本留学の意欲は昔の子どもと比べて低下している。甘やかされた環境で育て
られている子どもたちには，新しい環境に飛び込み，新しい生活にチャレンジする勇気が減少
しているとも考えられている。
　学部４年間や大学院など日本に長期滞在する留学生を募集する仕事は難しく，それにふさわ
しい募集戦略と方法が必要とされる。大阪にある連携している日本語学校と相談したとき，中
国人の学生を対象として日本文化を体験する短期の修学旅行を実施しようと考えた。その修学
旅行は，一週間でも，また一か月でもできる。修学旅行で受け入れる学生に対して，日本語学
校で日本語の勉強をするほか，日本の文化を体験するというプログラムを開発した。日本の文
化をよく理解できれば，日本が一層好きになり，日本に留学しようという気持ちが高まるもの
と考えられる。それはある意味で日本文化と日本留学を宣伝する方法でもある。短期の日本へ
の修学旅行を希望する学生を募集することは，長期滞在の留学生を募集するよりも容易である。
そのひとつの理由は，短期で日本に来るのは，中国にいる両親と離れることではない。また，
短期とはいえ日本社会を体験できる。多くは一人っ子なので，富裕層の家庭だけではなく，収
入が普通の家庭でも，自分の子どものためにお金を使い，全力で来日する子どもを応援する気
持ちは共通である。また，中国では子どもは小さいときから‘年末のお年玉’をもらっており，
それを貯金したお金で日本への修学旅行にかかる経費を支払うこともできる。なによりも，普
通の旅行会社が提供するパックツアーと比較すれば，日本人と直接交流でき，日本文化を身近
に体験できることは大きな魅力となっている。自分の同級生の親しい友人と日本に一緒に来れ
るのは，日本滞在がより楽しくなる。
　中国の学生を募集する仕事だけではなく，ネパールの学生を募集する仕事もしている。友人
と一緒に経営している日本語学校だけではなく，ネパールにある日本語学校と連携して，現地
ネパールの学生を募集する仕事も会社の安定的経営のために必要である。2015年の夏にはネ
パールに出張し，ネパールで日本留学の説明会を開催した。
　わたしは留学生を全面的に支援する仕事をしようとしているわけであるが，繰り返しになる
が，その第一段階は留学生を募集することである。中国などの学生たちが日本に留学すること
が決まれば，日本にある日本語学校の入学を決める面接のアレンジ，および入国管理局に対し
て資料を提出しなければならない。関係するすべての資料を提出した後，入国管理局から在留
資格認定書を得るまでの時間が長く，この期間は留学を希望している学生にとって相当につら
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い。入国管理局から在留資格認定書を取得すれば，今度はビザの申請が必要となる。ビザが得
られれば，来日の準備をしなければならない。このように留学実現へのプロセスを書くと簡単
そうに思われるかもしれないが，実はこのプロセスに要する時間を待っているあいだのストレ
スは，当事者の留学生にとって大変であることは理解していただけると思う。
　わたし自身の過去を振り返っても，留学生として日本にやって来たばかりのとき，その不安
とドキドキする気持ちは今考えても，貴重な経験だった。わたしの場合，一緒に日本に来た留
学生の友達は10人以上いた。来日当初，その生活自体はあまり寂しいとは感じなかった。しか
し，身近に知り合いや先輩がいない。何より日本語が難しい。わたしの場合もそうであったが，
留学生が日本の生活に慣れるのは，大変である。このような自分の経験を踏まえたとき，日本
に本拠をおき，留学生を支援する仕事には大きな意味があると確信する。
　わたしの会社は，留学生が日本に来たばかりのとき，市役所や銀行での手続きをサポートし
たり，携帯電話のお店に連れて行ったり，またアルバイトを紹介することなど，留学生の生活
の多方面にわたって応援をする。また，留学生が日常生活で困ったことが発生すれば，即座に
親身に相談に乗ってあげる。
　日本での学修がうまくゆき，留学生が卒業できそうになれば，今度は就職できるように応援
したい。そのために，人材派遣会社と連携して，留学生の就職支援活動をすることが必要とな
る。
　留学生を支援する仕事の流れは，現地での留学する前の学生募集から卒業を身近に感じるよ
うになった留学生の就職支援にまで至る。
第２節　語学教室における国際交流
　留学生を支援する仕事だけでなく，中国語教室の設立に向けての準備に入っている。手始め
は，会社の周辺にチラシを配って，語学教室の宣伝を予定している。事務所は大阪市内，それ
も天王寺に近く，周辺に国際的に事業を展開している企業が少なくなく，これらの企業の正社
員向けの語学教室には十分なニーズがあるとの手ごたえを感じている。
　一方，国際的企業の正社員向けのビジネス中国語だけではなく，趣味で中国語を勉強しよう
と考えている学生を対象とする日常中国語会話も構想している。ビジネス中国語は専門的な教
師が教え，大学生を対象とする日常中国語会話は中国人留学生が教える。
　まず中国語の語学教室からはじめ，近いうちに英語と韓国語を対象とするクラスの開設も検
討している。
　語学教室のスタートアップは小人数で，当初はいまの事務所のスペースで十分可能と考えて
いる。受講生が増加すれば，現在借りている事務所の上にある広い部屋を確保し，NPO人材
育成センターと連携することを考えている。
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　この語学教室は，中国人留学生と日本人との国際交流の場所と位置付け，事業化をもくろん
でいる。
第３節　貿易業務
　経営者としては，起業した当初は熟知している業務に専念するほうがリスクが低いと考えて
いる。自分の会社を設立する以前，長い間日本語学校で仕事をしたので，留学生を支援する仕
事については人一倍の知識とスキルを持っていると自負している。だから，留学生を支援する
業務を起業したてのこの会社のメインの業務と位置づけてきた。この本業がうまく回転するよ
うになれば，貿易業務に乗り出す予定である。
　貿易分野の仕事はこれまで取り組んだ経験がないので，貿易業務の本格展開に先立ち，まず
はインターネット販売からはじめるつもりでいる。2015年中にはamazonとyahooでインター
ネット販売をはじめることになっている。
　会社経営の経験と資金が一定程度蓄積できれば，絶対に貿易業務に乗り出す。最近，日本円
は手ごろに安くなり，日本製商品輸出にとっては大きなチャンスだと信じている。日本製の栄
養食品がそうであるし，技術に優れた日本製商品，および環境にやさしい商品は今後中国にお
いて間違いなく消費者に高く評価され，受け入れられるはずである。日本の優れた商品を中国
に輸出したい。
　最近，中国の大連にある有名な貿易会社とのつきあいをはじめることができた。これから取
り組む貿易業務の経験がある人材を採用したい。
第３章　わたしの会社の将来ビジョン
第１節　わたしの会社経営における問題点と課題
　どのようなビジネスに取り組むとしても，そこには経営上のリスクが存在する。いまわたし
が取り組んでいる，取り組もうとしているビジネスは３つの分野にまたがる。その３つの分野
についての問題点と課題をまず明らかにしておきたい。
　わたしの会社の取り扱い業務の第一の分野は，留学生を支援することである。この業務で一
番大切なのは‘学生の確保’である。日本の国の少子化は日本の大学の経営を窮地に追い込ん
でおり，日本人の学生が大幅に減少している。日本の大学は大学経営のために，外国からの留
学生を必要としている。しかし，その日本への外国人留学生の半分以上を占める中国人の留学
生が減少している。その一方で，ベトナム，あるいはネパールから日本の大学への留学を希望
する若者は増加傾向にあるが，ビザを取得するのが困難である。
　第二の分野である語学学校の開設運営については，中国語学習のニーズは英語についで大き
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く，事業成功の可能性は高い。しかし，既存の大手語学学校との差別化を図る必要があり，そ
の戦略をさらに詰めなければならない。一定の受講生に対してのグループレッスンと個々人を
対象とするプライベートレッスンにも優秀な人材を確保しなければならず，採算性をさらに検
討する。中国人ネイティブのわたしが他の語学学校にはない明確な特色を打ち出すべく検討を
重ねている。
　第三の分野は貿易であるが，これには政治的なクライメイトの影響が大きいし，為替変動も
大いに気になるところである。手はじめに乗り出そうと準備を進めているインターネット
ショップについては，不良在庫を抱える可能性は少なくなく，投資資金を回収するうえでのリ
スクを考慮し，具体的な取扱い品目をさらに精査しようとしている。
　うえに述べたところがわたしの会社が取り扱い，また取り扱おうと準備し，実施に移そうと
している３つの業務分野の抱える問題点と課題である。次にこの３つ取り扱い業務分野の問題
点を解消・解決する方法について検討を加える。
第２節　どのようにして問題点を解消・解決するか
　第一の業務分野である留学生を支援する業務については，一番のポイントは，うえにも述べ
た通り，一定数の留学生の確保に尽きる。わたしの会社の安定的経営には一定数の留学生を確
保しなければならず，現地の高校生に対して日本留学の希望をかきたて，日本留学を決心する
学生を的確に募集することが必要となる。現在進めていることは，長期的留学生の募集につい
ては，中国の各地に存在する多くの大学や日本語学校とさらに提携を深め，これらの現地の大
学，日本語学校と共同して留学生を募集する体制の構築，強化に努めている。さらにいえば，
中国現地の大学や高校において，さらに多くの日本語クラスの設置を働きかけている。また，
日本に関心をもつ現地の大学生をアルバイトに採用し，留学生の募集業務の一部を担当させる。
収益性はそう高くはないが，中国現地の大学生，高校生を日本への修学旅行に来るように積極
的に募集している。応募してくれた修学旅行生は来日し，日本語学校での授業を受けるだけで
なく，日本国内の観光，ショッピングを通じて日本が大好きになってもらえれば，この修学旅
行生の中から長期的留学の希望者が輩出する可能性が高くなる。
　また，定期的にネパールを訪れ，現地で日本留学を希望する学生を募集し，応募してくれた
学生については，その日本語能力をN5４）くらいのレベルとなるように，現地で実施される日
本語教育を支援することがぜひとも必要である。
　今後は，ベトナム現地にも赴き，ベトナムの学生の募集に努力することも必要と考えている。
４）独立行政法人国際交流基金と公益財団法人日本国際教育支援協会の２団体が共催して行う日本語能力試験
には難しい方からやさしい方に並べてN1，N2，N3，N4，N5の５つのレベルがある。
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現実に，いま日本の外国人留学生については，ベトナムの留学生は中国人の留学生に次いで二
番目の位置を占めるまでになっている。従来通り，中国人とネパール人の留学生の募集に加え
て，一定数のベトナム人留学生を確保するには，ベトナム教育市場の開発も必要になっている
と考えている。
　募集活動が成功し留学生の受け入れようとすれば，中国人でもネパール人でもベトナム人で
も同様であるが，留学生個々人の関係資料の作成を指導し，日本語への翻訳もていねいにチェッ
クする仕事が待っている。
　留学生支援業務については，現在主要な業務としている中国人やネパール人の日本への留学
生の募集・受入れに留まるのではなく，長期的には日本人の生徒学生にも働きかけ，アメリカ
留学に向かうよう宣伝し，実現したいと思っている。わたしの少なくない知り合いがニューヨー
クやロサンゼルスなどにおり，この人脈を活用し，日本の高校生・大学生をアメリカに旅立た
せるようなプログラムをぜひ開発したいものである。
　第二の業務分野に育てたい語学教室は，単独で実施すべきものとは考えておらず，先にとり
あげた第一の業務分野と連動して開設することを端緒としたいと考えている。すでに述べた通
り，将来的には事務所のある天王寺周辺の国際的企業をターゲットとしたいが，競合する大手
の語学学校，語学教室とノウハウ，スケールメリットを考慮すれば，当面互角の競争ができる
とは思えない。優れた教育人材の確保に努め，採算を考えながら小規模ではじめる計画を立て
ている。当社が現地教育機関と連携しつつ募集し，中国，ネパール，ベトナムから受け入れた
留学生は日本国内で提携している語学学校へ入学させることで現在運営しているが，日本での
入管業務などの手続き支援，リーズナブルな価格とするが，来日当初の生活支援の延長上に関
西弁を含む基礎的な日常日本語学習の小規模で短時間の有償の語学教室を開設したい。そこで
ノウハウを蓄積し，教育人材を育て，大手語学学校にはない教育コンテンツを開発したい。
　第三の業務分野である貿易，物販について言及する。スタートアップはインターネットショッ
プとすることはすでに述べたところであるが，既存のネット店舗に多くみられるように，イン
ターネットショップは一つ間違えば在庫を抱え込む可能性が高い。初期投資に振り向けた資金
を適切に回収するうえで小さくないリスクがあることに対しては，取引先と十二分に相談を重
ね，買い付け，販売する商品は，大量仕入れではなく，できるだけ小規模に仕入れ，効果的な
ネット広告・宣伝に努めたい。できるだけ魅力的な商品画像と商品説明をホームページにアッ
プし，宣伝する。データを収集分析し，少量在庫をうまく回転させ，消費者からの注文が仕入
れを回転させる仕組みを構築したい。小規模ロットの仕入れ価格は大量仕入れと比較すれば間
違いなく高価ではあるが，経営リスクは低くなる。スタートアップしたばかりのネットショッ
プの経営の安全を第一に考える。そして，アマゾンなどの著名なネットショップでの販売だけ
ではなく，同時に中国人が広く利用しているWeChat５）での宣伝・販売にも注力する。
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　本格的に貿易業務に乗り出すには，不安定を極める日中の政治状況，為替変動などにより，
大きなリスクがあると考えられる。貿易業務では，為替変動にうまく対応する必要がり，輸出
と輸入でリスクを相殺しなければならない。また，うえに述べたように，ネットショップを含
め国内の小売販売にも鋭意努力しなければならない。取り扱い商品の選択にあたっては，商品
の品質確保，流行商品のいち早い導入などが求められ，当該商品の効果的で広範囲に拡散する
宣伝広告を実施しなければならず，また消費者に信頼されるサービスの提供が不可欠である。
第３節　補助金を獲得し一定の成果が評価された
　2013年３月に桃山学院大学大学院経営学研究科を修了し，なんとか博士（経営学）をいただ
いたわたしが2014年２月に創業した企業，株式会社LM榮輝はこの論稿に記した経営構想に
のっとり，この１年９か月事業活動を継続してきた。
　実は，わたしのこの会社の事業展開については，一般社団法人関西ニュービジネス協議会を
経由して，日本政府からわずかではあるが補助金を得ている。その補助事業名称は平成25年度
補正予算地域需要創造型等起業・創業促進事業交付規程６）にもとづく‘創業補助金’である。
補助の対象となったわたしの会社の事業テーマ名は「外国人留学生の受入から就業までの総合
支援ビジネスの展開」であり，業務区分は専門サービス業，事業実施期間は平成26年10月１日
～平成27年８月31日とされた。
　この補助金申請書には以下のような内容を書いた。
　　　当社の近未来像は，短期的には留学生に対応し，支援業務を基軸業務とするとともに，
インターネットショップと貿易業務にも取り組む。現在，主として日本に留学を希望する
中国人あるいはネパール人の学生に対応し，支援する業務に従事している。事業実施期間
中にはアメリカ，ヨーロッパなどの語学学校や大学などの教育機関と提携し，アメリカ，
ヨーロッパへの留学支援業務にも取り組む。向こう３年の間に中国人，ネパール人などア
ジア系の学生に対応する先進諸国への留学支援業務への拡充を目指す。
　　　留学生支援の業務が円滑に進行すれば，長期的には語学学校の開設を構想している。
2014年にはネパール人の友人と一緒にネパールのポーカラに日本語学校を設立する。３年
５）ネット辞書「コトバンク」の解説によれば，「スマートフォンで，無料通話やチャットが楽しめるコミュニ
ケーションアプリ。中国IT企業大手のテンセント（Tencent）社が提供するサービスで，中国語では「微
信（ウェイシン）」。……WeChatは，2011年１月にサービスを開始し，2013年５月にユーザー数が４億人を
突破した。2011年６月にサービスを開始し，2013年７月にユーザー数が２億人を突破した「LINE」よりも
先行し，かつユーザー数も多いが，中国内のユーザーが８割以上ともいわれている」とある。
６）https://www.ki21.jp/sogyo_hojo/25hosei/saitaku/2_kofukitei.pdf
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後には中国の大連をはじめ，中国各地に語学学校を設立することを目指している。その語
学学校はできるだけ地元の大学と連携したい。この語学学校設置の展開は，長い目で見れ
ば，国際平和，国際協調に資する人材を育てることになるはずである。
　わたしの語学学校運営構想がうまくゆけば，そこで育つ若者を日本をはじめとして，アメリ
カ，ヨーロッパに留学するよう支援し，大学あるいは大学院に進学させ，卒業を見守り，就職
までを支援する総合的な人材育成事業が完成する。当社の究極的な理念は，日中友好と世界平
和に貢献することである。
　ちなみに，この補助金事業は，2015年10月に完了届を提出し，円満に終了し，次の事業展開
の軌道に入っている。
むすびにかえて
　経済のグローバル化にともない，人びとがうまく交流するには相互の文化の理解が前提とな
り，まずは言葉の交流・相互理解が必要になる。現在，各種各レベルの国際交流事業にとって，
言語能力が重視されている。交流しようとするそれぞれの分野の専門知識が必要なことは当然
であるが，母国語以外に別の外国語を操ることが出来れば，就職という狭いところではなく，
国際的な活躍の舞台が開ける。私自身の経験を踏まえても，国籍を問わず，母国語以外の外国
語の勉強はすごく大切である。
　現在のわたしの仕事は，日本に留学を希望する中国人，ネパール人，ベトナム人を対象とし
て，彼らの留学を支援することであり，他のNPOや企業が十分には実施できずにいる留学し
たてのほやほや留学生に対するきめの細かな生活全体に及ぶ支援であり，関係手続の支援・代
行にとどまらず，日本語学校が教えることのない生活必需用語としての日本語とそのボキャブ
ラリー修得の手ほどきをしている。自分にしかできないきわめて専門性の高いニッチなサービ
スと自覚している。
　わたしの将来構想の一端を明らかにするとすれば，中国に開設をもくろんでいる日本語学校
を中核として，英語，フランス語，ドイツ語，スペイン語，ロシア語など，世界の主要言語を
網羅する語学学校の開設を目指したい。そして，言語だけではなく，いずれ文化に関わる分野
の科目も設置したい。多種多様な分野について，異文化国から優秀な教師を招いて，素晴らし
い国際交流に貢献できる人材を育成する課程を設立すること。大連をはじめ，中国東北地方で
いくつかの語学学校を設立し，素晴らしい教育水準を持つものとしたい。人格識見にすぐれた
優秀な校長をおき，特徴的な学校文化（school color）をもつ教育機関を立ち上げ，育てたい。
定期的に有名な学者を招待して講義をしてもらうだけでなく，名誉教授として狭い国益に閉じ
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こもらない有為の人材を育ててほしい。現在の中国にある伝統的な大学とは異なる私立の開か
れた高等教育機関の設置運営を夢想している。
　このようなわたしのささやかな夢を実現する第一歩を確実なものとするには，とにかくいま
経営者として，わたしの会社，株式会社LM榮輝をうまく運営し，一定の利潤を得つつ，留学
生支援業務を橋頭堡として，一歩一歩教育事業を成功させていかなければならない。神様と友
人，お世話になった，いまもお世話になっている桃山学院大学の親しい先生方やキャンパスで
知り合った院生・学生にも支援を仰ぎたい。
 （2015年11月24日受理）
